３ アンケート調査結果の概要
＜調査の概要＞
（１）調査対象

①施設等利用者

　　県内の次の施設等の利用者

　　・　指定障害福祉サービス事業所（訪問系サービス、相談支援、療養介護、短期入所の各事業所を除く。） （141事業所）

・　グループホーム　　（50ヶ所）
・　小規模作業所　　　（６ヶ所）
・　福祉ホーム　　　　（３ヶ所）
·  障害児入所施設　　（６施設）

　②難病患者等

　　高知県難病団体連合会の構成団体の会員

③特別支援学校在校生（保護者）

　　県内の特別支援学校（16校）の在校生・保護者
　④障害児通所支援利用者

　　県内の障害児通所支援（25事業所）の利用者
（２）調査期間及び調査方法
　　期間：平成26年６～８月

　　方法：各施設等、団体及び学校を通じて配付・回収
（３）配付・回答数
①施設等利用者
　　配付数：5,953件、回答数：3,978件（回答率：66.8%）
　

　②難病患者等

　　配布数：  444件、回答数     98件（回答率：22.1%）

③特別支援学校在校生（保護者）
　　配付数：  895件、回答数：  556件（回答率：62.1%）

　④障害児通所支援利用者
　　配布数：  793件、回答数：  225件（回答率：22.4%）
＜調査の結果（施設等利用者：回答数3,978）＞
（１）調査の回答者
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（２）障害のある方ご本人の属性
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③手帳の状況
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（３）現在利用しているサービス、今後利用したいサービス　※複数回答可（当てはまるものすべて）
①日中活動（通所）のサービス（回答数：現在利用している3,250、今後利用したい1,743）
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②在宅生活を支援するサービス（回答数：現在利用している939、今後利用したい832）
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（４）障害のある方ご本人が将来暮らしたい場所　
　　①１年後～３年後に暮らしたい場所（回答数：3,737）
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　※複数回答があるため、回答数とグラフ中の数字の総和は一致しない。
　②将来ずっと暮らしたい場所（回答数：3,716）
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　　※複数回答があるため、回答数とグラフ中の数字の総和は一致しない。
（５）今後障害者福祉に必要だと思うこと。　※複数回答可（当てはまるもの３つまで）
　　（回答数：3,302）
	選択肢
	回答数
	割合

	①会社などに就職ができるように就職先を多くすること
（もっと就職ができやすくすること）。
	892
	27.0%

	②今よりももっと障害施設などの工賃の水準を引き上げること。
	1,293
	39.2%

	③いろいろな活動（趣味や交流など）の場があること。
	1,663
	50.4%

	④地域住民等が障害や障害のある人への理解を深めること。
	1,165
	35.3%

	⑤障害のある人等が自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、障害のある人や、その家族等が地域で行うさまざまな取り組みを支援すること。
	879
	26.6%

	⑥障害のある人やその保護者等からの相談に応じ、情報の提供や助言などを行うこと。
	946
	28.6%

	⑦成年後見制度を利用しやすくすること。
	484
	14.7%

	⑧聴覚、言語機能、音声機能、視覚その他の障害のある人への意思疎通の支援を充実すること。
	348
	10.5%

	⑨障害のある人への虐待防止の取り組み。
	474
	14.4%

	⑩その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	96
	2.9%


　　※４以上回答があったものも含めている。
＜調査の結果（難病患者等：回答数98）＞
（１）調査の回答者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image9.emf]本人

75

父親

2

母親

10

兄弟姉妹

1

配偶者

7

子

3

回答者


（２）障害のある方ご本人の属性
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③手帳の状況
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（３）現在利用しているサービス、今後利用したいサービス　※複数回答可（当てはまるものすべて）

①日中活動（通所）のサービス（回答数：現在利用している13、今後利用したい19）
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②在宅生活を支援するサービス（回答数：現在利用している20、今後利用したい26）

[image: image15.emf]5

0

0

0

4

3

1

6

4

1

9

8

1

4

1

1

11

1

0

1

0

1

2

3

1

1

0

1

1

0

1

0

0

9

0 2 4 6 8 10 12

あったかふれあいセンター

保育所等訪問支援

放課後等デイサービス

児童発達支援

日中一時支援

地域活動支援センター

コミュニケーション支援

移動支援（ガイドヘルプ）

地域定着支援

地域移行支援

計画相談支援

短期入所（ショートステイ）

重度障害者等包括支援

行動援護

同行援護

重度訪問介護

居宅介護（ホームヘルプ）

現在利用している 今後利用したい


（４）障害のある方ご本人が将来暮らしたい場所　

　　①１年後～３年後に暮らしたい場所（回答数：86）
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　※複数回答があるため、回答数とグラフ中の数字の総和は一致しない。
　②将来ずっと暮らしたい場所（回答数：88）
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　　※複数回答があるため、回答数とグラフ中の数字の総和は一致しない。
（５）今後障害者福祉に必要だと思うこと。　※複数回答可（当てはまるもの３つまで）
　　（回答数：80）
	選択肢
	回答数
	割合

	①会社などに就職ができるように就職先を多くすること
（もっと就職ができやすくすること）。
	31
	38.8%

	②今よりももっと障害施設などの工賃の水準を引き上げること。
	13
	16.3%

	③いろいろな活動（趣味や交流など）の場があること。
	29
	36.3%

	④地域住民等が障害や障害のある人への理解を深めること。
	31
	38.8%

	⑤障害のある人等が自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、障害のある人や、その家族等が地域で行うさまざまな取り組みを支援すること。
	39
	48.8%

	⑥障害のある人やその保護者等からの相談に応じ、情報の提供や助言などを行うこと。
	34
	42.5%

	⑦成年後見制度を利用しやすくすること。
	4
	5.0%

	⑧聴覚、言語機能、音声機能、視覚その他の障害のある人への意思疎通の支援を充実すること。
	21
	26.3%

	⑨障害のある人への虐待防止の取り組み。
	13
	16.3%

	⑩その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	5
	6.3%


＜調査の結果（特別支援学校在校生（保護者）：回答数556）＞
（１）調査の回答者
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（２）障害のある方ご本人の属性
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（３）現在利用しているサービス、今後利用したいサービス　※複数回答可（当てはまるものすべて）

①日中活動（通所）のサービス（回答数：215）　※今後利用したいサービスのみ。
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②在宅生活を支援するサービス（回答数：現在利用している205、今後利用したい244）
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（４）障害のある方ご本人が将来暮らしたい場所　
（ご本人とともに、主たる保護者にも回答を依頼。）　　　　　（回答数：本人347、保護者495）
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（５）今後必要だと思う支援　　※複数回答可（当てはまるものすべて）
（ご本人とともに、主たる保護者にも回答を依頼。）　　　　　（回答数：本人217、保護者514）
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（６）今後障害者福祉に必要だと思うこと。　※複数回答可（当てはまるもの３つまで）
　　（ご本人とともに、主たる保護者にも回答を依頼。）
（回答数：本人194、保護者517）
	選択肢
	本人
	保護者

	
	回答数
	割合
	回答数
	割合

	①会社などに就職ができるように就職先を多くすること
（もっと就職ができやすくすること）。
	105
	54.1%
	228
	44.1%

	②今よりももっと障害施設などの工賃の水準を引き上げること。
	55
	28.4%
	136
	26.3%

	③いろいろな活動（趣味や交流など）の場があること。
	57
	29.4%
	99
	19.1%

	④地域住民等が障害や障害のある人への理解を深めること。
	54
	27.8%
	115
	22.2%

	⑤障害のある人等が自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、障害のある人や、その家族等が地域で行うさまざまな取り組みを支援すること。
	35
	18.0%
	124
	24.0%

	⑥障害のある人やその保護者等からの相談に応じ、情報の提供や助言などを行うこと。
	25
	12.9%
	94
	18.2%

	⑦成年後見制度を利用しやすくすること。
	20
	10.3%
	114
	22.1%

	⑧聴覚、言語機能、音声機能、視覚その他の障害のある人への意思疎通の支援を充実すること。
	14
	7.2%
	65
	12.6%

	⑨障害のある人への虐待防止の取り組み。
	32
	16.5%
	92
	17.8%

	⑩その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	5
	2.6%
	9
	1.7%


　　※４以上回答があったものも含めている。
＜調査の結果（児童通所支援利用者：回答数225）＞
（１）障害のある方ご本人の属性
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（２）現在利用しているサービス、今後利用したいサービス　※複数回答可（当てはまるものすべて）

①現在利用しているサービス（回答数：225）
[image: image29.emf]8

22

14

26

111

16

121

0 20 40 60 80 100 120 140

その他

日中一時支援

短期入所

保育所等訪問支援

放課後等

デイサービス

医療型児童発達支援

児童発達支援

現在利用している


②今後利用したいサービス（回答数：198）
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（３）今後必要だと思う支援　※複数回答可（当てはまるものすべて）
（回答数：本人223）
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⑬その他

⑫地域住民の理解や支え合う仕組みづくり

⑪身近な場所で専門的な療育支援が

受けられること

⑩身近な場所で短期入所や日中一時支援

などのサービスが受けられること

⑨夏休みなどの長期休暇中の支援

⑧放課後の見守り（学童保育など）支援

⑦通学や通園の援助

⑥保護者や子ども同士の交流の場づくり

⑤身近な相談窓口の整備

④加配保育士や学校教職員の資質向上

③保育士等の加配

②就学前から学校卒業まで一貫して継続した

支援の仕組みづくり

①障害の早期発見・早期療育の

仕組みづくり


＜国や県、市町村に望むこと＞　※自由記載（共通質問）
（回答数：施設等利用者684、難病患者等41、特別支援学校在校生（保護者）188、障害児通所支援利用者156）

主な回答（趣旨）※罫囲み内の記述は、回答内容を抜粋したもの。
○年金・手当の充実等経済的支援に関すること（同趣旨のもの含め119件。以下同）

	・もう少し生活保護費や障害基礎年金を増やしてほしい。

・障害のある人は金銭的に苦しいので経済面についても考えてほしい。家族にお金があっても本人は苦しい。


○働ける場の充実、工賃・賃金の引き上げに関すること（129件）

	・もっと就職できる場を増やしてほしい

・障害者も仕事の工賃（給料、時給）をもっと上げてほしい。


○（親や家族が亡き後も）安心して暮らせる社会にしてもらいたい（119件）

	・障害のある方が安心して暮らせる社会・地域にしてほしい。

・障害者が生活しやすい社会にして下さい。親亡き後も安心して過ごせる社会にして下さい。


○障害に対する社会の理解、差別を無くす等障害者の立場に立った社会へ（77件）

	・社会全体で障害者の事をもっと理解して欲しい。

・学校で障害者の理解を深めるような教育をして欲しい。公共の場で冷たい言葉をかけられたり、変な目で視られる事があって、外に出にくい。


○入所施設の充実（68件）

	・現在入所施設で生活しているが、今後ずっと生活を続けたいと思うので、入所施設を増やしてもらいたい。

・両親が高齢となり同居が困難になった場合等、1人でも安心して生活できる場所（入所施設等）を確保して頂きたい。


○グループホームなど住まいの場の充実（43件）

	・障害者の老後を安心して住めるグループホーム、老人ホームがどうしてもあってほしいと、前々から望んでおります。
・障害者の家族（同居）が住める賃貸住宅を（市県営住宅を含む）増やして欲しい。


○児童のサービスの充実（療育支援含む）（48件）
	・日中一時支援や放課後等デイサービスは、小学生がメインになっている所が多いので、中・高生がもっと利用できる所を増やしてほしい。
・来年度から利用したい児童発達支援の施設がなく、今年度のみの利用となり、とても残念に思いました。娘は今、年中なので、できれば小学校入学までの利用を希望していたのですが。利用なさっているお子さんや予約待ちをなさっているお子さんが沢山いらっしゃるのは分かっていますが、利用できる施設の数や利用日数が増えてくれたらと思います。


○サービスの質の向上（土日、祝日、長期休暇等の対応含む）（46件）

	・グループホームでも慢性疾患のある障害者が安心して生活できるよう、看護士の常駐などの体制を整備してほしい。

・サービスの提供時間の拡大を望みます。土日祝日でも利用でき、当日の利用時間も延長できれば助かると思います。


○障害の特性、個別のニーズに応じたサービスが受けられるようにしてほしい（48件）

	・障害の特性に応じた支援方法、入所支援であって欲しい。

・障害児のいる家庭にもそれぞれの家庭環境があります。その子の発達に応じたサービスはもちろん、兄弟児の成長により同じ家庭でも必要なサービスは日々変化していきます。それぞれのニーズに対応できる柔軟で細やかな福祉サービスを望みます。


○障害者や保護者の交流ができる場を作ってほしい（41件）

	・障害のある人が集まっていろいろできるところ（施設）をもっと増やしてほしい。
・もっと障害のこと、その家族に対しての理解が広まって欲しい。将来的なことを考えるとまだまだ不安が多い。家族も精神的に疲れているので、気持ちを共有できる場が欲しい。


○職員の資質向上、職員配置の充実（充実のための処遇の向上・人材育成含む）（44件）

	・施設職員のスキルアップにつながる勉強会を開催し、スキルの底上げに力を入れてほしい。同時に賃金アップにより職員のやる気が上がるようにしてほしい。
・高齢障害者の豊かな暮らしを支えるためには職員の専門性と職員の加配をお願いしたい。


○保育士・教員の資質向上、加配等配置の充実（45件）

	・早期療育の仕組み作りと共に子供に一番関わる保育士の障がいをもつ子や親への対応の仕方をもっと勉強してもらいたいと思います。療育の場と保育の場との連携が取れていないと感じる事が多いです。
・昔に比べて発達障害を持つ児童が増えてきたので、教育現場の先生方にも発達障害についての知識と理解を深めていただく講習を義務付けて欲しい。


○分かりやすい情報の提供（49件）

	・障害に応じてのサービス利用方法とか何が利用できるのか解りづらい。発信方法をもっと解りやすくしてほしい。
・障害者に対して、もっと分かりやすく、書類などを書いてほしい。


②性別（回答数：555）





※無回答の場合は不明としている。





①学年（回答数：556）





（回答数：555）


※複数回答があるため、回答数とグラフ中の


数字の総和は一致しない。





男性　59.9%


女性　40.1%





40歳以上　2,207（56.1％）


60歳以上　778（19.8％）





・3,672人（92.3％）の方がいずれかの手帳を所持





・「複数の手帳を所持」の内訳


身体・療育　560人（手帳所持者に占める割合：15.3%）


身体・精神　64人（同1.7％）


療育・精神　46人（同1.3%）


身体・療育・精神　21人（同0.6%）





（回答数：3,953）


※複数回答があるため、回答数とグラフ中の


数字の総和は一致しない。














40歳以上　78（82.1％）


60歳以上　62（65.3％）





小学部　124（22.3%）


中学部　161（29.0%）


高等部（専攻科含む。）


268（48.2%）　





男性　61.1%


女性　38.9%





②性別（回答数：98）





家族（両親、兄弟姉妹、祖父母）からの回答が９割以上を占めている。








自宅　68.8%


学校の寄宿舎　23%


入所施設　6%





・489人（87.9％）の方がいずれかの手帳を所持





・「複数の手帳を所持」の内訳


身体・療育　87人（手帳所持者に占める割合：17.8%）


身体・精神　1人（同0.2%）


身体・療育・精神　2人（同0.4%）





（回答数：98）

















・本人以外が回答する理由


①設問の趣旨を的確に把握する


ことが難しいため　10件


②身体的な障害の状況から回答


することが難しいため　9件


③その他　4件














・本人以外が回答する理由


①設問の趣旨を的確に把握する


ことが難しいため　1,716件


②身体的な障害の状況から回答


することが難しいため　316件


③その他　81件











②性別（回答数：3,958）





①年齢（回答数：3,931）








③手帳の状況


　※無回答の場合は不明としている。





④本人が暮らしている場所


（回答数：551）


※複数回答があるため、回答数とグラフ中の


数字の総和は一致しない。





①年齢（回答数：95）





男性　30.6%


女性　69.4%





※無回答の場合は不明としている。





・46人（46.9％）の方がいずれかの手帳を所持





・「複数の手帳を所持」の内訳


身体・精神　1人（手帳所持者に占める割合：2.2%）

















④難病の認定（回答数：84）








受けている　69%


受けていない　31%











①年齢（回答数：225）





6歳以下　130（57.8%）


7～12歳　 74（32.9%）


13～18歳　21（9.3%）　





男性　72%


女性　28%





②性別（回答数：225）
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